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電話を使用して Web上で投票するというものである O パ
ンフレットや会場のあちこちに貼ったチラシにサイトへの
URLやQRコードを記載し、アンケートの協力を促した。
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3位 Image Graphy 映像認識による動きの可視化-
佐竹・津久井プロジ、ェクト
-閉会式で挨拶するベストプロジェクトの代表者たち











































































は少ない。そのため中々連絡がとれないこともある o 2007 
年度は「学部メ ールを推奨するが、確実に連絡がとれるメ ー
ルアドレス」を申請していただいたが、もし可能であれば
携帯電話の電話番号やメールアドレスも聞いておくと確実
に連絡がとれると思われる D
また代表者やデモ会運営委員にだけ連絡していても 3年
生全体には連絡したことにはならない。そのために 2007
年度実行委員会は、代表者やデモ会運営委員に連絡した内
容と同じものをサイボウズの掲示板に書き込んだ。またブ
ログを作成し、実行委員会の活動の様子を書き記し公開し
ていた。
ブログ http:/s3.ne.senshu-u.ac.jpFprojectl9/ 
2. 代表者の意見はプロジェクトの意見である
実行委員会は各プロジ、エクトの代表者やデモ会運営委員
の意見がそのプロジェクトの意見として受け取り、準備を
行っていく O そのことを各プロジ、エクトに徹底しておくこ
とが重要であるo
2007年度に起きた問題として、実行委員の指示不足が
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原因で､あるプロジェクトとトラブルになったことがあっ
た｡実行委員会としてはそのプロジェクトの代表者やデモ
会運営委員が実行委員会の指示に納得してくれていたた
め､そのプロジェクトの全員が納得してくれていると思っ
ていた｡しかし実際はそうではなく､そのプロジェクト内
の一部のメンバーに我々の話が伝わっておらず､結局こち
らの指示を押し通す形となってしまった｡
この問題の原因は我々実行委員会の調査不足により起
こったものであるが､この問題に関わらず実行委員会は3
年生全員の意見の取り入れることは不可能である｡つまり､
｢代表者の意見はそのプロジェクトの意見である｣という
ことを各プロジェクトに徹底しておくことで､トラブルを
回避することができる｡
7.実行委員の活動を終えて得たこと
7.1. ｢3ケ月で一生ものを得た｣
プロジェクト発表会実行委員会　2年次　高橋和美
2年次に実行委員を経験していなかったら､私は最後ま
で委員会の存在を希薄にしか捉えていなかったかもしれな
い｡プロジェクトに携わる以前は､プロジェクトは3年生
のみのものという印象があったのだが､自らが委員になる
ことで､プロジェクトは発表者､ 4年生､ 2年生､教務課
の方､先生方､警備の方､来場者･--と想像よりはるかに
多くの人がいて成り立っているものだということがよく分
かった｡プロジェクトを作っているのは､見えている人だ
けじゃない｡このことは発表者として参加する以上知って
いなければならないことであり､今回身を持って経験した
ことは非常に大きな収穫となった｡また､毎年あらゆる人
が熱を注いで作り上げるプロジェクトにより深く問われた
ことを光栄に思う｡
私を含め4人の2年生は､メンバーの1人に誘われ自主
的に集まった｡始まりは､ 7月に行われた中間発表会の会
場デザインをやりたい人はいないかという上平先生の授業
内アナウンスがきっかけだった｡本格的に委員として確約
をし､役職をいただいたのは9月である｡元々4人の仲は
親しいほうであったが､プロジェクト発表会を成功させる
という目標の元に共有した時間は､私たちの関係をより深
めてくれたと思う｡
このような発表会において､何事も起こらず進んでいく
ことはほぼ有り得ない｡色々な場所で問題が起こり､それ
を乗り越えていく過程を含めたものが準備であると思って
いる｡実は仕事を始めたばかりのころ､私はメンバーの1
人と衝突をした｡だが､相手が作ってくれたきっかけから
腹を割って話をし､仲直りをしてからは､非常に良い関係
を築くことができたと自負している｡
委員会は2年生と4年生で構成される｡ 2年生から見て
4年生は憧れる部分もあり､今まで接したことのない先輩
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方と関われることは嬉しかった｡個人的なことだが､ 10
月ころは3年生のスーツ姿や学校の張り紙を見て就職活動
に非常に関心寄せており､不安にもなっていた｡私が所
属するコンテンツデザインコースには親しい4年生はいな
かったため､少しでも話を聞くことができたのは大変貴重
な経験であった｡
実行委員になることで､自分の時間を削って会議をし､
必要なものを作り､会場の設営･撤去をしていくことは負
担になることも多少あった｡特に､授業との課題が重なっ
たときは大変になることが多かった｡だが､代わりに得た
ものは私に一生根付く財産となった｡
私が担当したポスターのデザインでは､大まかイメージ
は決めていたが､レイアウトや最終調整がしっくりこず､
明け方まで先輩から訂正の指示を仰がせていただいた｡毎
回､的確なアドバイスを頂き､アイディアに感嘆していた
のを今でも鮮明に記憶している｡ポスターの制作にはイラ
ストレ一夕を使用した｡今までは､ほとんど授業の課題で
のみ使用していたソフトだったが､この機会に経験をつむ
ことができ､個人的なスキルも上達した｡また､今までポ
スターやパンフレットなどの紙媒体の制作物にはあまり興
味は無かったのだが､プロジェクトのポスターを作った
ことでレイアウトを考えることが面白いと思うようになっ
た｡もしかしたら､この仕事をしていなければ興味を持た
ないままであったかもしれないと思うと､とても大切な経
験であったといえる｡
また､ポスターはデザイン案をいくつか作り､ 4年生と
2年生に見てもらった｡課題以外で自分のアイディアを評
価してもらうことは今までに無かったことだった｡最初に
人前に出す時は､これでいいのかな?と不安もあれば､ど
んなリアクションをしてくれるのだろうと楽しみにもして
いた｡今回制作したポスターのデザイン案は､その場にい
たメンバーには思っていたより好評ですごく嬉しかった｡
また､この気持ちはその後の自信や委員会での居場所につ
ながっていったと思う｡
そして､完成したポスターは駅や学校に貼られ､登下校の
際にいつも見ることができた｡上平先生にはあのポスター
面白いねと言っていただき､栗芝先生には当日にポスター
を振り返ってみている人がいたと教えていただいた｡友人
がポスター見たよ､頑張ってねと応援してくれるのも嬉し
かった｡他人から､感想をもらえることは喜ばしいことで､
特に先生からコメントをいただけるとは思っていなかった
ので歓喜した｡
今回､プロジェクトを来場者としてしか経験していな
い2年生という立場での参加であった｡委員を経験するこ
とで､今後発表者となる側として何が参考になったのだろ
うか｡それは､プロジェクトについて深く知れたこととプ
ロジェクトという存在に愛着が湧いたことではないだろう
か｡自分が関わることと発表者である3年生の懸命な姿を
より近くで見続けることで､私も来年はこうやって頑張ら
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ないとなあ､来場者の口を惹くような成果を出したいと思
う気持ちが強くなった｡なんとなくの存在だったプロジェ
クトが徐々に私の中で鮮明になっていった｡
先ほど､トラブルは付きものという話をしたが､発表会
前日の設営のときにも､あれこれと問題が出てきた｡例え
ば､紙面上の設計図と実際ではイメージが合わず制作物が
不足したり､至る所に使ったビニールテープはすぐ無く
なってしまったり､ただでさえ手作業は時間がかかるので
残量がなかなか減らず､最後には建物の電気が落ちてし
まった｡これ以上は当日の早朝にするしかなく､家で出来
ることだけすることになったのだが､開催時刻までに間に
合うのか皆心配であった｡ここにも人間ドラマ--は言い
過ぎだが見えない人の力があって､ぎりぎりまで作業して
設営は完了した｡実は､前日には数時間も作業を手伝って
くれた同級生がいて､当日も学校の近くに住んでいた同級
生が朝から数人手伝いに来てくれた｡本当に急に頼んだに
も拘らず嫌な顔をせずに助けてくれたことに感謝する｡大
変なこともあったが､今は楽しかったという思いが一番強
く残っていて､委員になって良かったと思っている｡この
程を今後に生かし､大切にしていきたいと思う｡
最後にこの場を借りて､実行委員としてプロジェクト
2007に寄与できたことを大変嬉しく思うと共に､ 4年生の
先輩方､諸先生方､教務課の方々､その他お世話になりま
した諸人に心から感謝申し上げる｡
7. 2. ｢大学生活最後の仕事を振り返る｣
プロジェクト発表会実行委員会　4年次　横山敏之
1.活動全体を通して
プロジェクト発表会実行委員会の仕事の依頼が私にきた
とき､実は気軽な気持ちで引き受けた｡自分ならできると
いう自信もあったし､ 3年生のときにコウサ展のスタッフ
を経験していた私としてはそれほど難しいものではないと
思っていた｡実際に発表会を終えた今でもそれほど大きな
仕事をしたとは感じていない｡しかしこの活動は大変貴重
なものであり､良い経験になった｡その中で勉強になった
こと､発見したことを数点挙げたい｡
2. 2年生との関わりで考えさせられたこと
私が実行委員の代表をやっていて常に考えていたこと
は､ 2年生の実行委員との関わり方であった｡ 2年生の仕
事は目に見える形で表れるため､クウオリティの高いもの
が要求される｡そしてそのためには時間と労力を必要とす
るため､ 2年生と全く関わりのない私では人選できない｡
そこで2年生の実行委員はコンテンツデザインコースの
先生方に人選していただくことにし､結果的に2年生は私
たち4年生が思っていた以上の仕事をしてくれた｡
私としては2年生の仕事の内容を考えると､ 2年生のモ
チベーションの向上と維持が重要と考え､コミュニケ-
ションをしっかりととることが大切と判断し､ 1週間に1
度は何らかの理由をつけて集まってもらい､話をするよう
にしていた｡その成果もあって私は指示が出しやすく､ 2
年生も何をすればいいのかがわかりやすくて良かったと思
う｡発表会が終わってからも良い縦の関係が続いているこ
とから､ 2年生とのコミュニケーションは上手くいったと
安心している｡
しかし逆に反省点もある｡それはスケジュールの調整
や仕事の分担も主に私が決めてしまったことである｡ 2006
年度の実行委員会では4年生と2年生はあまり交流がな
かったらしいが､その分2年生は発表会を成功させるため
にはどうしたらいいかをよく考えたのではないだろうか｡
もちろん2007年度の2年生が何も考えなかったわけでは
ないし､私としては完壁な仕事をしてくれたと感謝してい
る｡ただ私としては､ 2年生にもう少し考える時間を与え
てあげていたほうが2年生のためになったのではないかと
思っている｡
発表会が終わっても私の2年生との接し方がよかったの
かどうかはわからない｡もしかしたら今の2年生の実行委
員が4年生になり､その中の誰かが今度は4年生としてま
た再び実行委員会をやるとなったときに､後輩になる2年
生とどう接するかによって私の接し方が正しかったかどう
かがわかる気がする｡
3.ネットワーク情報学部のつながりを発見した
発表会の裏側の仕事をすることでわかったことがある｡
それは｢ネットワーク情報学部に関わる人間は何かに支え
られ､何かを支えている｣ということである｡発表会を行
う3年生は我々実行委員会や担当の先生方に何らかの形で
支えられ､実行委貝は教務課のあらゆる手配や調査､ノウ
ハウに支えられ､先生方も教務課に支えられている｡教務
課は発表会に来てくださった来客に専修大学をアピールす
る｡そういった意味では教務課は3年生(学生)に支えら
れている｡このまるで円を描くような関係は､実行委員で
なければ気付くことができなかったと思う｡教務課の方に
は大変お世話になり､心から感謝したい｡
発表会が終わってから私の同級生(4年生)に､｢プロジェ
クト発表会の準備をしていた｣と説明してもほとんどの人
が実行委員会の存在を知らない｡つまり発表をする3年生
の多くは発表会の裏側でどのような人たちが動いているの
かをわかっていない｡それどころか発表会があることが当
然のように思っている｡実行委員会を知らないとなればさ
らに裏側の役割をしてくださった教務課の存在には気づく
ことができない｡もちろん我々や教務課が｢感謝されたい｣
という気持ちではやってはいないし､むしろやってはいけ
ない｡ただ､発表する3年生が支えてくれる人への感謝の
気持ちを持つことで､さらに力の入った作品､プレゼンテー
ションにつながるのではないかと私は思う｡だからこそ来
年度以降発表する3年生にはそのような支えとなっている
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人たちのことも意識して発表を行ってほしい｡
4.楽しめたことで自分に自信をもつことができた
私はこれまでの人生で多くの｢リーダー｣と呼ばれるも
のを経験し､自分の力を磨いてきたつもりであった｡しか
しどのようなリーダーをやっても終わったときに｢自分が
リーダーをして正しかった｣と思うことはなかった｡その
仕事をしているときは学ぶことも多かったが､メンバーが
ついてこなかったり､自分だけが空回りしていたりするこ
とが多く､常に反省をしていた｡
しかし今回のプロジェクト発表会実行委員会の代表を終
えてはっきりと｢自分がやってよかった｣と思えることが
できた｡もちろん反省点はたくさんあるし､周りの人から
見ればまだまだ足りない部分もあったと思う｡しかし何よ
り実行委員のメンバーといる時間がこれまでの大学生活に
ないほどに楽しく､実行委員も自分についてきてくれてい
た｡きっとそれは自分が思い描くようなメンバーで､しっ
かりとコミュニケーションもとれ､発表者の3年生とも信
頼関係を築くことができたからであろうと思う｡それは今
後社会に出ていく自分の自信につながり､大学生活で残し
てきたプロジェクトや卒業制作の成果物より自分の痕跡を
残せたと思う｡
5.最後に･ ･ ･
そして私は､来年度の実行委員会のために｢プロジェク
ト発表会実行委員会マニュアル｣を作成した｡今後発表会
がどのように進化していくかわからないが､その進化に少
しでも役に立てればと思いマニュアルを作成した｡私たち
が踏み出した10号館での発表会のはじめの一歩に誇りを
持ち､そして決して無駄にはならないことを願いながら次
の実行委員にバトンタッチしたい｡
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